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　奈良の 正倉院には 756年 （天平勝宝 8年）の 聖武天皇 の 四十九 日に ， 光明皇 太后が東大寺の 盧

舎那仏に 天皇の 遺愛品とともに献納 した薬物が保存され て お り，そ の品 目と量は献納 目録で あ

る 「種 々 薬帳」に記載され て い る。こ れ らの薬物は実際に使うこ とを考えて保存されたため に，

墳墓などから偶然見つ かっ た副葬品の 薬物などと比べ て それぞれ の 品目の 量が多く，かつ 保存

状態も極めてよい ．しか もその 後しばしば点検と検量が行われてお り， 保存状態が記録に残 っ

て い る．こ の ようなもの は世界に例がな い ．

　近年の 2度にわたる学術調査で ， 「種 々 薬帳」に記載 されて い る 60種の薬物の うち 38種が

現存 し， その うちの 36種の 基原が明らか に された （表 1）．こ れ につ い て は ， 柴田が 「正倉院

の 薬物調査」と題して 既に本誌に詳細に解説 して い る．
’〕

本稿で は，2 度の 調査の 概略とそ の

後判明した 「厚朴」の 基原植物につ い て紹介する．

歪丁正饂 頒 物
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　「種々 薬帳」に記載されて い る薬物は ， すべ て舶来品と思 われる．当時， 中国は唐の 時代で ，

こ れ らの薬物は遣 唐使や 753年に薬物を携えて 来日した鑑真和上 らによっ て もた らされた もの

で はない かと想像 され る．産地は中国と限 らず，西域や天竺 （イン ド），または南方か ら渡来し

た もの もある．その ほ とん どが 「神農本草経集注」（502〜536年），「新修本草」（659年）などに

記載 され て お り，当時の 中国で 実際に用い られ て い た薬物である．

　正倉院に は，こ の ほ か に 「種 々 薬帳」に記載の な い 十数種の 薬物が保存 され て い る．こ れ ら

現存す る もの

　 1 鱒香

　lo 寒水石

　22　白龍骨

　29 紫鑛

　36 厚朴

　42 大黄

　55 戎塩

亡 失 した もの

　 2 犀角

　16　白皮

　47　 紫 雪

　56 金石陵

4　犀角器

12 菴麻羅

23 龍角

30　赤石脂

37 遠志

43 臈蜜

60 冶葛

3 犀角

18 禺余粮

49　 石 塩

57 石水氷

表 1 「種々薬帳」に記載された薬物

6 藜核 　 　 　7 ノ」、草 　 　 　8 畢詐發

13　黒黄連 　　　 17　理石　　　　　19　太一禹餘粮

24　五 色 龍歯　　 25 似 龍骨石　　 26　雷丸

31　鉢乳床　　　 32　檳榔子 　　　 34　巴豆

38　呵梨勒　 　　 39　桂心　　　 　 40　芫花

44　甘草　　 　　 45　芒硝　　 　　 48　胡同 律

5　ホト盃肖　　　　　　　　ll　　ド可麻勒　　　　　　　14　　ノ己青

21　五色 龍骨　　　28　青石脂　　　 33　宍縦容

50　奇胃丿攴　　　　　　　51　新羅羊目旨　　　　52　 1坊葵

58　内薬　　　　 59　狼毒

9 胡椒

20　龍骨

27 鬼 臼

35 無食子

41 人参

53 …奚母粉

数字は 「種々 薬帳」の 記
．
載順 を示す．

15 青藉草

46 蔗糖

54　密・ド匕僧
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の薬帳外品 は後世にな っ て，消費 した薬物の補充や東大寺の 式典等に 用 い られた もの が式後に

納入された もの と思 われ る．

　3　第 1次調査
2）

　近年にお い て ， 正倉院 の 薬物の 調査が行われ たの は 明治時代の終わ りか らで ある．伊藤圭介

（1908年），市村 　塘（1925年），十肥 慶蔵（1926，1932年），久保 田鼎 ら（1　9．　26 年），中尾万三

（1930年）の 報告があるが ，
い ずれも外観の 観察の みで ある．

　正倉院創建以 来 ， 薬物に 関す る初め て の 学術的調査 は ， 宮 内庁 の 委嘱を受けて ユ948〜1949

年（昭和 23〜2n年）に 行 われた第 1次調査で あ る．東京大学名誉教授の 朝比奈泰彦 を代表とし

て ，鈴木秀幹，清水藤太郎，柴田承 二，藤田路
一
，木村康

一
，森　鹿三，益 富寿之助，木島正

夫，渡辺　武が班員と して 参加 し，その他数名の 人々 が協力者として 関与した．正 倉院薬物の

ほ ぼ全体に わた っ て 生薬学的，化学的に検査する こ とに よ っ て 同定が試み られ た．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 アいほく　　　　　　　　 あ，L　ま　 ら

　こ の 結果 ，
亡失 した とされ て い た 「種 々 薬帳」の 薬物 の うち，蓑核 ， 胡椒 ， 篭麻羅，黒黄連，

　 　 　 きき ）ら　　　　　　　　　　　 か　 1／ ろく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヒ　こ う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せ い も
’t

理石，鬼臼，檳榔子，呵梨勒が発見された．また，薬帳外品 の 紫鉚，鳥薬の 属，麝香皮，青曚
ゼ き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 し　ニ う　　 や かつ　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た　ttち　う　 t エ，う

石 ， 紫色粉が それぞれ ， 薬帳の 紫鑛 ， 冶葛 ， 麝香の 一部，似龍骨石，太一禹餘糧の 一部である
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くん ろ く

こ とが判明 した。薬帳外品 の 琥碧，薫陸は薬帳の 胡同律と同
一
であ っ た．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぼ う　き

　薬帳の 人参は誤 りで ， 現 存しな い とされ る狼毒か防葵 で はな い か と考え られた．一方で薬帳

外品の 竹節人参は野生人参 の 蘆頭部を見誤っ た もの で，こ れ こ そ真正 の 人参で あ っ た．また厚

朴は現代の 厚朴 と外観は よ く似て い る が ， 内部構造が異な り全 く別の もの で あっ た，

　こ の 調査で正倉院 の 芒硝 は現代 の 含水硫酸ナ トリウ ム で はな く， 含水硫酸 マ グネシ ウ ム で あ

ることが判明 した．

　第 1 次調査時の 微量分析検出法は濾紙ク ロ マ トグ ラ フ法の み で あ っ たが，そ の 後各種クロ マ

トグ ラ フ 法及 び天然物 の構造 決定 の ため の 手段 が著 しく進歩 した．そ こ で 柴 田は ， 追加調査と

して 人参（薬帳外品 の 竹節人参）と甘草 の 成分 を分 析 し，そ れぞ れ主成分 の ginsenoside 類 ，

glycyrrhizin の存在 を確認 した．大黄で も sennoside 　A 及び B を微 量 なが ら確認 した．1，
200

年以上を経て ， なお成分が残存 して い るの は驚 きで あ っ た．

　4　第 2次調査
u・‘）

　第 1 次調査か ら 50 年近 くを経た 1994 −−1995年 （平成 6〜7 年）には再び宮内庁の 委嘱によ り，

柴田承二 を代表に相見則郎，奥山　徹，木島正 夫 ， 水野瑞夫 ， 難波恒雄 ， 米田該典 らに よっ て

第 2 次調査が行われた．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 げ ん 　 か

　そ の結果，菴麻羅，鬼臼，芫花の 基原植物が明確に な り，黒黄連は第 1次調査の 際に推定さ

れ た植物 とは同属の 別種で ある こ とが明らかに なっ た．紫鑛 ， 遠志 ， 冶葛は成分的にも現在の

もの と
一
致 した．第 1次調査 で真 IE人参と判明した生薬も現代の 人参市場 品 （白参）と成分的に

　 　 　 　 　 　 　 ろうみつ
完全に

一・致 した．臈蜜はその物性値か らトウ ヨ ウ ミ ッ バ チ の 生産品と推定された．薬帳外品 の

獣膽は成分的に熊胆と推定された．

　第 1 次調査 で ， 人参で は な い と され た 薬帳 の 人 参及 び 薬帳外品の 青木香は ガ ガ イ モ 科の

Cynanchum 属 の 根で ある こ とまで は突き止 め たが，基原植物の 同定には至 っ て い な い ．桂心 は

第 1次調査で クス ノ キ科 Cinnamomum 属の 幾つ か の種で あることが分か っ て い たが ， ケイヒ ア

ル デ ヒ ド系の 揮発 性成分が検出で きず第 2次調査で も種の確定には至 らなか っ た．胡 同律は
，

第 1次調査 で オ トギ リ ソ ウ科の テ リハ ボ ク Calophyllum　inophyilum の 樹脂と推定 されたが，成分
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的に
一
致せず， 結論が得 られ て い ない ．厚朴も特徴的な成分が検出されず，不明の ままで あ っ た．

　以上 ， 亡失して い たと思われる多 くの薬物が第 1次 ， 第 2次の 調査で見つ か り，また名称の

誤 りを正 した結果 ， 「種々薬帳」の 薬物 60種の うち 38種が現存 し， そ の うち厚朴と胡同律を

除 く36種の 基原が明らか にな っ た。

、韲 墮の 「厚朴」・つ ・Ki∴＿ ＿ ＿ 、＿ ． ＿

　正倉院の 厚朴 （以 下，「厚朴」とす る）（図 1）は前記 の よ うに基原植物が 不明で あ っ た が，

第 2 次調査 の 補充と して調査 を続け，ク ル ミ科 の Engelhardia　roxburghiana （中国名 ：黄杷）の

樹皮である こ とが判明した．以下にそ の 概要を記す．

　「厚朴」は長さ約 35　cm ，厚 さ 2〜10　mm ，幅は 4cm を超える樹皮で
， 外面の コ ル ク層はほ

とんど削 られて い る．外観は現代の厚朴，すなわちモ ク レ ン 科 の カ ラ ホ オMagnolia 〔ofiicinalis

などの樹皮に似て い るが ， 同心性に薄層 となっ て 剥離 しやす く破断面が長繊 維性である こ と，

横断面を鏡検すると接線方向に並ん だ木化 した多数の 繊維束 と著量の シ ュ ウ酸カル シウ ム の集

晶が見られる こ と，油細胞そ の他の 分泌器官を認め られない こ となど，カラホオなどの樹皮 と

は著 し く異な っ て い る．か つ て 朝鮮厚朴の 原料とされ た ク ス ノ キ科の タ ブ ノ キ Machilus

thunbergiiの樹皮も油細胞があり， 木化 した繊維束を持た な い こ とか ら
一
致 しな い ．

　歴代の 本草書 の 厚朴の記載を調べ る と 「名医別録」（502− 536年）に
“
其の 樹の名は榛，生育

地は交趾（ベ トナ ム北部），寃句 （山東省）
”

とある．榛は当時何 を指して い たか不明で あるが ，

現在はカバ ノ キ科の オオハ シバ ミ Corylus　heterophyllaとされて い る．しか し， オオ ハ シ バ ミは

低木または小高木で厚い 樹皮が得られない こ と，産地が 中国東部か ら東北部 ， 蒙古東部な ど寒

冷地で ある こ とか ら 「厚朴」の 基原植物と は考えられ ない ．

　「新修本草」に は特に生薬，植物 の 特徴の記載はな く，それか ら約 300年後に完成 した 「図
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こくよう

経本草」（1062年）には厚朴は
“
槲葉の 如し

”
と書かれ て い る，槲はカシ ワ 類 を指 してお り， 葉

が 単葉で大 きな植物である こ とが示 され て い る ．図に 関して は 「経史証類大観本草」（1108年）

以 来，カ ラ ホオに似 た植物が描かれて い る．こ の ようなこ とか ら厚朴は古い 時代か らカ ラホ オ

が使われて い た こ とが推定で きる．

　一
方で，「名医別録」「図経本草」に品質の 異なる厚朴が ある とい う記載がある こ と， 後述す

る ように本草書の 基原植物の記述に複数の植物の特徴が混在 して い る こ とは ， 厚朴に複数の 基

原植物が存在 して い た ことを窺わせ る．

「

・i翌 ＿ 」
¢

　　　　　　　 図 1 正倉院の 厚朴

A ［ま側面 を示す，A の 上倶ljの ものの 長さ は 365　mm で ある，　 B　rまA の

上側のものの 断面 で 直径 は 約 45mm で あ る ．宮内庁の ホーム ペ
ー

ジよ り．
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6　現在も使わ れている正倉院の 「厚朴」

　「厚朴」は，当時の 中国の
一

部の 地域で 厚朴として使われて い た もの が伝わ っ た もの と考えら

れる．生薬と して 流通する か らには基原植物はそ の 地域 で は普通に見られる植物と思われ る．

　正倉院献納か ら 1，200年以 ヒ経た とはい え， 現在も中国の ど こ か で 当時の厚朴と同じものが

使われ て い る こ とが 考えられ る の で
， 近年の 中国各地 で 使われ て い る厚朴の基原植物に つ い て

中国の 生薬関係 の 雑誌，書籍を調査した．そ の 結果，カ ラ ホ ウ の使用が圧倒的に多 く，それ 以

外に もモ ク レ ン属 M αgnotia（13種），モ クレ ン モ ドキ属 Manglietia（10種）などの モ ク レ ン科植

物が多か っ たが ，
こ れ らの 植物の樹皮の構造は「厚朴」と

一
致 しない ．モ ク レ ン科以外では 9 科

の 植物が使われ て い たが，ク ル ミ科の E．roxburghiana の 使用例が際立 っ て 多か っ た．

図 2 正 倉 院 の 厚 朴 と Engelhardia　roxburghiana
　　 の 樹皮 の横断面

　左は 正倉院の 厚朴 である　上 は常 光による撮影で，木化 した繊椎束は

赤 褐色を して いるた めに写真で は早く見える　下 「ま偏光に よる撮影て，
繊維束 の周 D に多量 の集 晶 が見 らn る，右 「ま偏光 で 撮 影 した E．rOX−
burghianeの樹皮で，繍縫束は白く見える．集晶はほ とんと見ら れない

　bf，木化した繊維束 、or，シ ュ ウ酸力ル シワムの集晶 ，st，石細胞あ

るし「は繊維束 、ts，タン ニ ン様物質

図 3 正 倉 院の 厚朴 と Engethardia　roxburghiana

　　 の樹皮の接線性縦断面

左 は正 倉院の厚朴，右は E 厂oxburghi ∂ na の樹皮で，い ずれも偏光

による撮影である，上下 に延びた繊維と集晶が見られる

bf、木化 した繊維束 ，cr．シ ュ ウ酸力ルシウムの集晶、
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　そこ で ，中国の 四川省 ， 江西省， 台湾か ら Eroxburghiα na の樹皮を入手 し 「厚朴」 と比較

したと こ ろ ，破断面が長繊維性で あること，横断面に接線方向に並ん だ木化した多数の 繊維束

が見られ る こ と
， 接線面 ， 放射面の繊維 と結晶の分布な どが

一
致し， 「厚朴」は E．roxhurghiana

の 樹皮で ある こ とが明らかに なっ た（図 2，3）．しか し，「厚朴」の 横断面 には多数の 集晶が存

在する の に対 し，E ．　roxhurghiana の樹皮の 横断面に はあまり存在 しない こ とが異な っ て い る．

こ れは 「厚朴」は長期保存で組織が脆 くなり，繊維の表面に並ん で い た集晶が繊維面から剥が

れて横に広が っ たためで ある こ とが分か っ た．

　厚朴は気剤 と して胸腹部の 膨満感 ， 気分の 鬱帯 ， 精神不安 ， 腹痛に 応用され る．カ ラ ホ オ由

来 の 現代 の 厚朴は こ の 薬能を持 っ て い るが，Engelhardiaの 樹皮 も広西省で 黄杞皮の 名で
“
気

を巡 らし，胸腹の 脹 悶，泄瀉を主治する
”

として使っ てい る こ とか ら， ほぼ同 じ薬能を持 っ て

い るもの とみなせ る。

　 なお ， 「厚朴」の内部形態の観察には，第 1次調査の 際に藤田が作成 した永久プ レパ ラ ート

も利用した。観察は顕微鏡写真撮影装置を用 い て デ ィ ス プ レ イ上 で行い ，必要に応 じて画像 を

記録 しコ ン ピュ
ータ に保存 した．

　7i 複数の 基原植物が混在する本草書の 記載
　 ．一＿vj−r’rc＿　　　　　　　　＿ 一＿＿一＿＿＿一＿＿ t＿一．一＿t、＿一．一．　 ．．一一．．　．．tt．．』　＿．．．　　．．

　「図経本草」は厚朴の基原植物の特徴に つ い て詳 しく記載 してお り， 後代の本草書の 多 くは

こ れに倣 っ て い るが ， そ の 記載には数種の 植物の 特徴が混在して い る ．すなわ ち ，

“
高 さ三 四

丈，径
一

二 尺
”
はモ ク レ ン科 ， ク ル ミ科い ずれ に も当て はまり，

“
春に葉を生 じ槲葉の 如 し

”

は

葉の大 きなカ ラ ホオ を指して い る。
“
1ng季凋 まず，花は紅 くして実は青い

”
は常緑高木で紅 い

花をつ ける種類の多い Manglietiaの 1種を指すと思われるが ， 果実が若い ときは青 い が赤熟す

る点が異な る．中華本草 （1999年）で は こ れを Magnolia　sp 　rengeri （中 国名 ：武 当玉蘭）で は な い

か と考定して い るが ，
こ の 植物は落葉性で あり花 の 外面が紅色で ある点を除けば特に似て い る

とは思えない ．
“
皮は極め て鱗皺があ っ て厚 い

”

の は E．　roxburghiana で ある．モ ク レ ン科 の樹

皮の外面は平滑である．

　「本草綱 目」の
”
葉は槲葉の如 し

「「
はカ ラ ホオを指 し，

tt

五六月に細花を開 ぎ
’
は E．　roxb “ rghiana

で ある。
“
冬青子（モ チ ノ キ科ソ ヨ ゴ属 潅 κ の果実）の如き細か な実を結び ， 生 は青 く熟 して赤 ，

核があ る
”

は熟して 赤い 種子を維管束で ぶ ら下 げるモ ク レ ン 属植物と思われ る．
　’　tttt−−

r
−’tttt’m’−tt　ttttttttttt’ttttt　tt’ttt　　tttttmtttt　ttttttt　　　tt　　’　ttt　’　　tt　　　　’　　　　tt　　　　　’　　

8i おわりに

　以 上
， 補充調査で 「種々 薬帳」の 生薬の 中 で 基原植物が不明 で あ っ た 「厚朴」の 基原を明ら

かにする こ とが で きた，

　正倉院 の 薬物につ い て ， 献納以来 1，200年を経て初 めて本格的な学術調査が行われ ， 誤 りや

混 同を正 し，現存す る薬物の ほ とんどの 基原 を明 らか に した意義は大 きい もの と思 う．宮内庁

正倉院事務所をは じめ ， お世話にな っ た多くの方 々 に御礼を申し上 げる．
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